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－運転再開に向けた対応状況－
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対応状況

 廃止措置段階に移行した東海再処理施設が保有しているリスクを早期に低減していく
ため、高放射性廃液のガラス固化処理の早期再開の重要性を強く認識し、運転再開に
向けて2ケースの対策を進めている。

 対策の進捗

 ケース2 （結合装置の製作/交換）の対応状況：別添資料-1
• R2年1月末より材料手配に着手した。
• 加熱コイル径拡大（Φ80mm⇒Φ90mm)、流下ノズルの傾きの進展傾向が変化し
た場合を考慮し、加熱コイルへの絶縁材設置した場合の影響に関する加熱試験
を実施中（3/2～3/6）。
→ 試験装置の不具合のため試験終了時期が約2週間遅れ（2月末⇒3月中旬）
の見込みであるが、設計への反映期限は5月末であり、クリティカルパスへの
影響はない。

 ケース3 （3号溶融炉の製作）の対応状況：別添資料-2
• インナーケーシングの構造変更（非対称構造⇒対称構造）等の妥当性について、
熱応力解析を実施し、結果を取りまとめ中。（流下ノズルの傾きが抑制できる見
込み）。

• 今後、契約締結後にメーカから提示される各項目の詳細工程の精査により、可
能な限り工程短縮を図るべく検討を継続する。



1
 結合装置取り外し後の流下ノズル観察画像
 をもとに位置情報を解析評価

 コイル加熱試験
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（ 1） 結合装置本体およ び取扱治具等  本体胴詳細
 設計(構造図作成) (本体胴) 材料手配 機械加工 溶接組立  検査

 設計(構造図作成) (ベローズ［本体用］)

(結合クランプ本体)

(スプリング)

(のぞき窓ガラス)

(ガラスガイド管)

(給電フィーダノズルフランジカバー)

(搬送架台)

(搬送架台吊り具)

(試験用架台)

(ダミー押え板［合わせ確認用］)

(空気配管) 材料手配  曲げ加工

(加熱コイル位置決め治具)

（ 2） 結合装置　 通電部
 コイル配置設計 （加熱コイル) 材料手配  曲げ加工  ろう付け  金メッキ 組立  検査

（冷却リング［銅］） 材料手配  成型加工・機械加工

（コイルサポート［アルミナセラミック］） 材料手配  機械加工

（給電フィーダ［ブスバー］） 材料手配  機械加工  ろう付け  金メッキ 組立  検査

（ブスバー継手［黄銅］） 部品手配（輸入品）・機械加工

（ＴＲＵ継手［銅用］） 材料手配・部品手配・機械加工・組立

3

 本体組立  コイル組込み 検査
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 結合装置設置

試験装置の不具合のため試験終了時期が約
2週間遅れ（2月末⇒3月中旬）の見込みで
あるが、設計への反映期限は5月末であ
り、クリティカルパスへの影響はない。

現地据付工程

　 ◆結合装置設置

　 　 　 ・ 冷却リ ング［ 銅］

　 ◇Ｔ Ｒ Ｕ継手［ 銅用］

　 　 　 ・ コ イ ルサポート ［ アルミ ナセラ ミ ッ ク ］

　 ◇ダミ ー押え板［ 合わせ確認用］

　 ◇空気配管

　 ◇加熱コ イ ル位置決め治具

　 ◆組立

工場組立工程

　 ◇加熱コ イ ル［ 銅］

　 ◇給電フ ィ ーダ［ ブス バー］

　 　 　 ・ ブス バー継手［ 黄銅］

　 ◇搬送架台

　 ◇搬送架台吊り 具

　 ◇試験用架台

　 ◇ス プリ ング

　 ◇覗き 窓ガラ ス

　 ◇ガラ ス ガイ ド 管

　 ◇給電フ ィ ーダノ ズルフ ラ ンジカバー

　 ◇本体胴

　 ◇ベロ －ズ［ 本体用］

　 ◇結合ク ラ ンプ本体

結合装置（ 構成要素） 製作工程

6

事前検討作業

①流下ノ ズル観察動画解析

②コ イ ル加熱試験（ コ イ ル径拡大の影響確認）

1 2 3 4 5

　 　 　 　 ガラ ス 固化処理

ケース2　全体詳細工程（工程短縮ケース）
備　考

17 1810 11 12 13 14 15 16
項目

2020/12 2021/12020/2 2020/3 2020/4 2021/6 2021/7

87

2021/22020/7 2021/3 2021/4 2021/52020/8 2020/9 2020/10 2020/11
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No

2020/5 2020/6

機器の訓練

21-1CP

結合装置の製作/交換：14.5ヶ月

令和2年1月30日作成

令和2年2月28日改訂

morikawa
テキストボックス
別添資料-1

morikawa
テキストボックス
３



TVF３号溶融炉の製作に係るスケジュール(1次ドラフト）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

3号溶融炉設
計製作スケ
ジュール

R4年度
（2022年度）

R元年度 R2年度 R3年度
（2019年度） （2020年度） （2021年度）

H30年度
（2018年度）

R6年度
2024年度

R5年度
（2023年度）

H29年度
（2017年度）

廃止措置計画

変更認可申請 認可

K3レンガの手配

結合装置組み立て/取付

3号溶融炉据付

流下停止事象の原因・対策検討

施工設計(耐震評価/遠隔操作性検証/安全評価）

2号溶融炉取り外し

安全評価
代替材の調査及び選定（気相部レンガ：製造メーカ撤退、断熱材：特化則対象）

K-3レンガ試作試験（要求仕様確認）

高周波加熱コイル試作検証（メーカ体制・製作実施可否判断）

代替材の調査及び選定（発熱体遮へいレンガ：製造中止）

加工

加工/製作

電極類材料手配（NCF)

配管類材料手配（NCF)

設計に中で確認された課題に対する対応（解決済み）

詳細設計

流下ノズル位置計測

流下停止事象を踏まえ作動試験後のノ

ズル位置（初期の位置ずれ）に合わせ

て加熱コイルを製作を想定

K3レンガ以外の耐火物手配

ケーシング材料手配

加工

加工/製作

間接加熱装置材料手配

接触針式液位計材料手配（NCF)

ガラス生地温度熱電対材料手配（NCF)

加工/製作

加工/製作

加工/製作

結合装置材料手配/加工/製作

レンガ築炉

配管等取付

現地据付（モックアップ試験棟）

作動試験用部品取付（モックアップ試験棟）

作動試験（モックアップ試験棟）

流下停止事象の対策評価

ケーシング付属品組み込み

【耐火レンガ等】

【ケーシング】

【構成部品】

【作動試験等（モックアップ試験棟）】

※工程短縮

契約締結後、K3レンガ手配の発注時期や納

期を確認し全体工程の前倒しを検討する。

・ 製作・据付の工程短縮を検討中

※追加対策

流下停止事象を踏まえインナーケーシング構

造の熱応力解析による妥当性確認

令和元年12月24日作成

令和2年2月28日改訂

・ 2号溶融炉取り外し前に、ガラスの抜き出しが必要。実施時期は調整中。

24-1CP

機器の訓練

工程短縮を図るべく

検討を継続する

・ ケース2（結合装置の製作/交換）と並行して最短で進め、更新に向け早期に準備する。3号溶融炉への更新時期は、2号溶融炉の運転状況により調整する。

morikawa
テキストボックス
別添資料-2

morikawa
テキストボックス
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